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 「アラブ征服期のマグリブにおけるキリスト教徒」（仮） 
15：35〜16：15	
 篠田知暁（独立研究者） 
	
 「ポルトガル王国支配下のマグリブ・アクサー北部における異教徒間関係」 
16：20〜17：00	
 辻明日香（日本学術振興会） 
	
 「コプト聖人アラムに帰せられる聖性：キリスト教とイスラームのはざまで」（仮） 
５．研究発表予定者の皆様へ 
	
 発表予定者の方は、3月2日（月）までに、（1）大会参加費の振込と（2）発表要旨原稿の提出
をお願い致します。期日までにこの二つの条件が満たされない場合は、発表をお断りすることが

ありますのでご注意ください。 
	
 なお、上記期日までに、学会への入会手続きを完了し、2015年度までの会費を納入しているこ
とも発表資格条件の一部として定められております。期日までにこの条件が満たされない場合は、

発表をお断りすることがありますので、ご注意ください。（海外在住などのために参加費の振り

込みに困難が生じる方は、別途ご相談ください。） 
・発表要旨執筆要項 
（1）要旨は大会当日配布される要旨集に掲載します。 
（2）分量は、日本語による発表の場合、和文1,000字以内、英語による発表の場合、英文で350 words 
以内とします。 

（3）日本語による発表の場合、英文タイトル・英文要旨（350 words）を、英語による発表の場
合、和文タイトル・和文要旨（1,000字以内）もつけてください。 

（4）和文、英文とも発表タイトル、氏名、所属（大学院生の場合はその旨を必ず明記のこと）、
要旨本文の順序で書いてください。ただし、所属の書き方等、書式は統一性を保つため、こち

らで編集する場合があります。フォント、行数等についてもこちらで決定します。 
（5）英文のブラッシュアップ、ネイティヴ・チェックは大会実行委員会では行いません。各自の
責任で行ってください。 

（6）アラビア文字転写などの特殊文字は用いないでください。 
（7）書式なし（シンプル・テキスト）のファイルで、E-mailに添付して、大会事務局のアドレス
（jame2015@mail.doshisha.ac.jp）に3月2日（月）までにご送付ください。 

6．大会についての問い合わせ先 
	
 日本中東学会第31回年次大会実行委員会事務局 
	
 〒 602-8580 京都市京都府上京区今出川通烏丸東入	
 同志社大学神学部	
 森山央朗研究室気付 
	
 Tel 075-251-3358 
	
 E-mail: jame2015@mail.doshisha.ac.jp 
	
 （可能な限りメールでご連絡・お問い合わせ下さいますようお願い申し上げます。） 

（森山央朗） 
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第 20回公開講演会報告 
「中東における『革命』の系譜：エジプトとイランの歴史をひもとく」 

 
 

多数の聴衆を集めた会場 
 

 
	
 2014年 11月 2日（日）、13：00－17：20という時程で、本学会の第 20回公開講演会を開催し
ました。今回の会場は東京大学（本郷キャンパス）経済学研究科棟の大教室でした。2007年の千
葉での開催以来、久しぶりの首都圏での開催です。（中東学会は例年の公開講演会を、全国各地を

「巡業」しながら開催していますが、首都圏は外すという方針があるわけではありません。何年

に一度かは首都圏でも開催します。今年はそろそろ首都圏というタイミングだった次第です。来

年は福岡での開催を予定しています。） 
	
 今年の公開講演会のテーマは「中東における『革命』の系譜」でした。「アラブの春」への期待

も冷め、2009年にイランで沸き起こった「緑の運動」も、直接的な成果につながったとは言えな
い展開のまま話題にならなくなりました。こうした状況は、日本の少なからぬ市民の間に、中東

に対する突き放したような見方―やはり中東には自生的な政治変革や社会変革は期待できないと

いう見方―を生みだしてしまった（あるいはもともとあったそのような見方を強めてしまった）

かのように見受けられます。こうした状況を踏まえ、今回の公開講演会では、近年の運動に対す

る短期的な評価という問題を一旦離れ、中東における下からの変革運動・抗議活動・抵抗運動の

歴史を改めてたどりなおし、中東における「『革命』の系譜」の存在を確認するとともに、その独

自性や特徴を考えることとしました。歴史を深掘りし、在地のさまざまな論理を探ることを通じ

て、現在の状況を理解するための新たなヒントを得ようという試みです。具体的には、エジプト

とイランという二つの地域大国を事例としてとりあげ、それぞれに関し研究の第一線で活躍する

本学会会員による 2本ずつの講演を準備しました。 
	
 以下、会の内容を簡単にまとめます。 
 

      開会の挨拶をする栗田会長 
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 栗田禎子会長による趣旨説明を兼ねた開会挨拶に続いて、まず長谷部史彦会員が、「前近代エ

ジプト都市における抵抗：その形態・作法・情理」という題で講演を行いました。マムルーク朝

期からナポレオン占領期までを扱うこの講演において、長谷部氏はまず、ナポレオン到来以前の

エジプト、特にマムルーク朝期においては、軍人統治者に対する民衆の期待が総じて高かったこ

と、したがって、そこで起こる民衆運動も、統治者の支配自体は認めた上で具体的な要求事項を

呈示するような、限定的なものが中心であったことを明らかにしました。また、支配者と民衆と

が共有する作法・情理にもとづいて行われるそうした異議申し立ては、民衆の政治参加の一形態

とも見なすことができることを示しました。その上で長谷部氏は、ナポレオン時代の蜂起はそれ

とは性格を異にしており、対話に対する諦めと対決姿勢が見てとれることを指摘しました。以上

を踏まえ、長谷部氏は、オラービー、ナセル、…といった軍人統治者に対するエジプト人の態度

を考える時、そして外国支配からの解放を重要課題としていたオラービー革命、1919年革命、1952
年革命といった運動の性格を考える時、そこに過去からの政治文化の連続性を見て取ることがで

きることを示唆し、講演を締めくくりました。 
 

       
講演する長谷部会員                      講演する長澤会員 
 
 
	
 2 番目の講演者は長澤栄治会員で、演題は「近代エジプトにおける革命の系譜：2011 年革命へ
の道」でした。長澤講演が扱ったのは反ナポレオン軍闘争から今日にいたるまでの状況です。長

澤氏の一つ目の大きな論点は、エジプトには農民革命（農民反乱）と都市民革命（都市民蜂起）

という二つの「革命」の系譜があり、巨視的に歴史を眺めるなかからは前者から後者へという流

れが見いだせるとはいえ、現在の民衆運動はその両者の流れと記憶に規定されたものであるとい

うことでした。その上で長澤氏は、エジプトにおける国民国家形成と体制変革という二つのプロ

セスのなかで、「革命」とも「反乱」とも名づけられうるそうしたさまざまな民衆運動がどのよ

うな役割を果たしてきたのかを考察しました。その際に長澤氏が特に注目したのが、繰り返し見

いだされる民衆運動と軍事権力との連携というパターンです。2013年にも起こった軍事権力への
権力委任という動きは、過去にも幾度も見いだされてきたものであることが指摘されました。で

は、これからの展開はどうなるのか。この点に関して長澤氏は、「楽観的な仮説」という位置づ

けを与えながら、「民衆運動の質は革命後の体制の性格に影響を与える」という命題を呈示しま



18 
 

した。 
	
 休憩を挟み登壇した第三の講演者は八尾師誠会員で、講演の題は「イラン近現代史の展開と二

つの革命」でした。二つの革命とは、立憲革命とイスラーム革命を指します。八尾師講演のとる

アプローチは、二つの革命を時系列を無視して並列し、比較するというようなものではなく、20
世紀のイラン史を流れとして踏まえた上で、イスラーム革命は立憲革命をどう「精算」し、どう

受け継いだのかを問うというものでした。それはまた、「革命によって何が変わったか」（だけ）

ではなく「革命によっても何が変わらなかったか」という問いを重視する姿勢を反映したもので

もありました。八尾師氏は、イスラーム革命による立憲革命の遺産の「精算」を、立憲革命が「イ

スラーム」と「近代化＝西欧化」との間に安易な折衷しかもたらすことがなかったのに対し、イ

スラーム革命はイスラーム的な価値体系に立脚した新たな国家・社会体制の樹立を行ったことに

見出します。それに対し、イスラーム革命が立憲革命から受け継いだものとして八尾師氏が指摘

したのは、国民国家イランという枠組み（立憲革命＝「国民国家イランのマニフェスト」）、そ

して、イスラーム法学者による政治の監督（イラン革命においてはヴェラーヤテ・ファギーフ）

という制度設計でした。 
 

            
講演する八尾師会員                      講演する松永会員 
 
 
 
	
 4 番目、最後の講演者は松永泰行会員で、演題は「革命の改革、革命への抵抗：イラン革命と
経路依存」でした。松永講演は、どうして現在のイラン・イスラーム共和国においては体制変革

や社会変革が進まないのかという問題を、イスラーム革命体制の成立後 10年強の間に確立された
「巨大政治プロジェクトとしてのホメイニズム」が持つ構造的特徴の呈示を通じて説明するもの

でした。大成功であったイスラーム革命の敷いた規定路線が、ホメイニという個人の能力と権威

に強く依拠する形で確立されてしまっている結果として、誰にもそれを変えることができないと

いう状況を、松永氏は経路依存という概念も用いながら説き明かしました。体制側には（少なく

とも今の時点では）この誰にも変えることのできないホメイニズムを維持する装置が整っている

のに対し、国民の側には（少なくとも今の時点では）もう一度革命を起こして「全てをチャラに

する」ような気持ちはない。現時点での状況はそのようなものであるというのが松永氏の見立て
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でした。ただ、時が流れ、イスラーム革命を経験した世代の人びとが徐々に退場していくという

ことは、このような状況に変化が生じるということも意味するものと思われました（注：これは

聴いていた記録者森本の感想です）。 
	
 再び休憩をとったあと、飯塚正人会員が、現在のエジプトの状勢（警察の復権など）について

の情報提供や、前近代と近代以降の中東における政治文化の違い（それなりの政治参加のシステ

ムを備えた前近代と外国支配などの影響でそれが失われた近代以降）についての見解の披露など

を含む総括コメントを行いました。その上で、事前に集めていた来場者の質問に講演者が答える

形で討論の時間を設けました。来場者の質問は、ある意味で当然ですが、「イスラム国」に関し、

それを「『革命』の系譜」のなかにどのように位置づけるべきか、あるいは位置づけるべきでな

いか、というものが非常に多数を占めていました。 
 
	
 今回の公開講演会では、4 本の講演を通じて、中東には「『革命』の系譜」と呼ぶことのでき
るような独自の歴史の流れとその記憶が息づいていることが、エジプトとイランにおけるそれぞ

れの「『革命』の系譜」に関する具体的な知見とともに、十二分に呈示されたと思います。150
名弱もいらして下さった聴衆の皆さんも、アンケートの自由記述欄に大変好意的なご意見を多数

残して下さいました。会の開催にご協力いただいた講演者をはじめとする会員各位（今回はポス

ター・デザインも会員のボランティアでした）、また、講演会を共催して下さった研究プロジェ

クト、科学研究費基盤研究（A）「アラブ革命と中東政治の構造変動に関する基礎研究」（長澤
栄治代表）に篤くお礼申し上げます。 

（企画担当理事	
 森本一夫） 
 

 
『日本中東学会年報（AJAMES）』編集委員会報告  

 
『日本中東学会年報（AJAMES）』編集委員会よりご報告いたします。 

 
１．30-2号	
 現在編集作業中 

30-2 号に関しましては現在、編集の最終段階に入っており、鋭意作業を進めております。なる
べく早い刊行を目指しております。今しばらくお待ちください。 
  
２．31-1号	
 投稿締切 
	
 31-1号は 12月 1日に投稿を締め切りました。投稿数は全部で 10本。内訳は論文が 8本、研究
ノートが 1本、博士論文要旨が 1本です。言語別では日本語が 7本、英語が 3本でした。現在、
審査作業を行っているところです。 
	
 また、AJAMESは常時、博士論文要旨の投稿を受けつけております。博士論文を執筆したかた
はぜひ投稿をご検討いただければと思います。また、身近に博士論文を執筆したかたがいらっし

ゃれば、ぜひ投稿を呼びかけてください。 
	
 なお、AJAMESでは、会員のみなさまの研究成果の幅広い広報を考慮し、欧文による投稿を推
奨しております。論文・研究ノート・書評など、欧文による投稿をお待ちしております。その他、

英文による特集の企画がありましたら、ぜひご投稿ください。 
  
３．本誌に関するお問い合わせ 
	
 本誌に関するお問い合わせ先、原稿投稿先は以下のとおりです。 
〒104-0054	
 東京都中央区勝どき 1-13-1	
 イヌイビル・カチドキ 
日本エネルギー経済研究所中東研究センター	
 保坂修司 



20 
 

『日本中東学会年報』編集委員会気付 
E-mail: ajames-editor @james1985.org  

（『日本中東学会年報』編集委員長	
 保坂	
 修司）  
 
 

寄贈図書  
 
【単行本】 
アルモーメン	
 アブドーラ『日本語とアラビア語の慣用表現の対照研究�比喩的 
	
 	
 思考と意味理解を中心に』国書刊行会、2015年。 
ケネス	
 パーキンズ著、鹿島	
 正裕訳『チュニジア近現代史�民主的アラブ国家 
	
 	
 への道程』風行社、2015年。 
橋本	
 伸也、秋葉	
 淳編『近代・イスラームの教育社会史	
 オスマン帝国からの 
	
 	
 展望』昭和堂、2014年。 
山田	
 稔編『ペルシア語口語辞典（未定稿）』2013年。 
 
【逐次刊行物】 
『季刊アラブ』No.151、日本アラブ協会、2014年。  
『人間文化研究機構現代インド地域研究推進事業実績評価報告書』人間文化研究 
	
 	
 機構地域研究推進委員会、2014年。 
『dimentions international: サウジアラムコ季刊誌』サウジアラムコ、2014年夏号。 
Awraq: Revista de análisis y pensamiento sobre el mundo árabe e islámico  
	
 	
 contemporáneo. Número 10,Nueva época,2014. 
Bulletin of the American Research Center in Egypt. No. 205 (Winter 2014-2015).  
	
 	
 American Research Center in Egypt, 2015. 
Bulletin of the School of Oriental and African Studies, Vol. 77, Part 3, Cambridge  
	
 	
 University Press, 2014. 
dimensions international: A Periodical of Saudi Aramco. Summer 2014 ,Saudi Aramco,  
	
 	
 2014. 
 

会員の異動  
 
【新入会員】 

小布施	
 祈恵子 

内田	
 直義 
ユーセフ・セイン・ナティ 

後藤	
 信介 

山本	
 直輝 

伊藤	
 彩 

大藪	
 加奈 

渡邊	
 駿 

 
 
 

事務局より  
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 先日、無事に第 16期評議員・理事選挙が終わり、新しい評議員と理事が確定しました。みなさ
まのご協力に感謝いたします。 
	
 ということで、第 15 期事務局の任期も残すところあとわずかとなりました。3 月中には第 16
期事務局への引き継ぎを開始する予定です。 
	
 いろいろと不手際もあったかと思いますが、2 年間、大変お世話になりました。今後とも学会
活動にご協力いただければ幸いです。 

（事務局） 
 
 

編集後記  
 
	
 昨年 11月の公開講演会も、12月の AFMA大会も、大変盛況のうちに終えることができました。
ご準備いただいた方々、ご参加いただいた方々、そして本号の報告記事をお読みくださった皆様、

ありがとうございました。 
	
 本号には、同志社大学での次期年次大会の暫定プログラムも掲載されています。タイムリーな

公開イベントや興味深い研究発表など、今から楽しみな内容となっています。次号では、確定プ

ログラムをお知らせいたします。実行委員会のみなさま、よろしくお願いいたします。 
	
 大変遅ればせながら、本年も、よろしくお願い申し上げます。では。 

（松本弘） 
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会費納入のお願い 
 

	
 本会は会費前納制をとっております。会費に未納がある方は､本号のニューズ

レターに郵便振替払込用紙が同封されておりますのでご利用ください。納入済

の年度がお分かりにならない場合は、事務局まで気軽にお尋ねください。   	
  
	
 AJAMESに未送付分がある場合は､2014年度以前の未納分会費の払込確認後
お送りいたします。会費納入率は低い状態が続いており、学会事務局の運営に

も支障を来しかねない状況です。是非ともご協力いただきますよう宜しくお願

い申し上げます。 

日本中東学会ニューズレター	
 第138号 

           発行日	
 2015年 2月 20日 
	
 	
 	
 	
 	
 発行所	
 日本中東学会事務局 

 

日本中東学会事務局 

〒150-8938 
東京都渋谷区広尾 4-3-1 

聖心女子大学 
山口昭彦研究室内 
日本中東学会事務局 
電話：03-3407-5685 

ファックス： 03-3407-6492 
Eメール: james@james1985.org 

http://www.james1985.org 
郵便振替口座：00140-0-161096（日本中東学会） 
銀行口座：三井住友銀行渋谷支店（普）5346808 

（日本中東学会	
 代表	
 栗田	
 禎子） 


